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0 センターだより

1 . プログラム相談コーナーより

その 1

組み込み関数IFIXを使ったら，内部変換等のために，意図したように動かなかった例。

次のテストプログラムの場合，出力はすべて 0になります。

C TEST PROGRAM (IFIX) 

0001 DIMENSION I(30) 

0002 I(l)=IFIX(0.2*5) 

0003 I (2) IF1X(0.2* 5.0) 

0004 I(3) =IFIX(0.2* FLOAT(5)) 

0005 M=6 

0006 I(4) =IFIX(0.2* (M-1)) 

0007 MM=4 

0008 I(5)=IFIX(0.2* (MM+l)) 

0009 1(6) IFIX(0.2* FLOAT(MM+l)) 

0010 WRITE(3, LIST) I 

OOll STOP 

0012 END 

したがって，これで対罪した Iを，配列要索の添字として使用する場合，

11=[(1) 

B =A(![) 

I 

実行時にメモリを流してしまいます。

添字として使しヽたしヽ場合は，

I 
DEL TA=l.OE-07 

I(l)=!FIX(0.2 * 5+DEL TA) 

I 

とすればよ＼ヽでしょうぐ｝

但し J=IFIX(2.0*0.5)の場合は， J=1になります。
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相談を受ける側として一言

「数値がおかしいようですが•…·」と相談されたとき，データを読み込んでおきながら，そ

の出力のないことが多いようです。追跡のしようがなくて，困りますので，入カデータを出力

するためのWRITE文をデバッグ行にして，オプションで使い分けするようにすればいかがで

しょう？

N-700 には，デバッグ・ルーチンがいくつか用意されていますが，一番着実な方法は，

WRITE文を入れて，目に見える形にして数値を確かめることではないかと思います。宣言し

たエリアを，実行時に越えてしまって，メモリを荒す場合；；くが非常に多いようですが，配列の

添字に変数を用いている場合，その添字の値を直前で必ず， WRITEしてみればプログラム・

ミスも発見しやすいでしょう。

その2 オプションのやり方をきかれますので，まとめて掲載します。

（日本電気マニュアル NEAC2200 MO  IV EX/Vil FORTRANプログラミング説明JI}を転載
したものです）

オプション

オプションはコンパイルを定義する EXEQカードと入カソース・プログラム・デック中に組

み込まれる OPTIONカード及びTITLEカードによって指定する。

オプションの機能として下記のものがある。

(1) 主プログラムあるいは初期値設定副プログラムの名前を指定する。 (EXEQカードの第

6パラメータかTITLEカード）

(2) コンパイル時の個々の出カリストについて，その出力の有無。

(3) デバッグ文の処理方法。

(4) デバッグ行の処理方法。

(5) PAUSE文の処理方法。

(6) 替告程度の文法診断メッセージの出力の有無

(7) 実行プログラムの実行時におけるオーバーフロ・エラー(overflowerror) とゼロ・デ

ィバイド・エラー(zerodevide error) に対する菩句メッセージの出力の有無。

(?) $の特殊文字化

(9) 相対番地形式サブプログラムの SPUへの出力の有無。

(10) GOファイルの消去の必要の有無。

EXEQカード， OPTIONカードと TITLEカードを置く位置は次の如くである。 EXEQ カ

ードを先頭にして，以ド任意個数のプログラム単位を続けることができる。それらの各プログ

ラム単位の直前に任意枚数のOPTIONカードと 1枚のTITLEカードを任意順序で置くこと

ができる。ただし手続き副プログラムの前に附かれたTITLEカード上の名前は無視される。

※ MRMOOI UEP ADDRESS ERR=lO, OP⑳ DE ERR=04 etc. 
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EXEQカード上で指定されたオプションはそのジョプ・ステップでコンパイルされるすべて

のプログラム単位に対して有効である。ただし EXEQカードの第6パラメータで指定される

サププログラムの名前は主プログラムと初期値設定副プログラムに対してだけ適用される。ま

たオプション RLSはそのショプ・ステップの実行に先立ち 1回だけ適用される。コンパイラ

のシステム・ジェネレーションによって設定された標準オプションをジョブ・ステップ内にお

いて一時的に変更するために， EXEQカード上でオプションを指定することができる。

OPTIONカード上で指定されたオプションはその直後につづく 1つのプログラム単位に対し

てだけ適用される。このプログラム単位に対して適用されるオプションは，コンパイラのシス

テム・ジェネレーションによって設立された標準オプションを EXEQカードによって変更し，

更にOPTIONカードによって変更された結果のオプションが適用される。

TITLEカードで指定され得るオプションは主プログラムあるいは初期値設定副プログラム

の名前とプログラム単位のリピジョン番号(revisionnumber)である。

オプションは主プログラムあるいは初期値設定副プログラムの名前とリビジョン番号を除き

すべて，キー・ワード・パラメータにより指定される。キー・ワード・パラメータはEXEQ

カードでは第7パラメータ以降に任意順序で指定でき， OPTIONカードでは第 1パラメータ以

降に任意順序で指定でき， OPTIONカードでは第1パラメータ以降任意順序で指定できる。た

だしオプション RLSはEXEQカード I:でのみ指定できる。下記に列挙されるキー・ワード・

パラメータのうち，下線のつけられているオプションが，コンパイラの標準システム・ジェネ

レーションによって設定されている状態である。

名前

EXEQカードの第6パラメータとしてTITLEカードのけた7より 6文字以内の英数字によ

り指定する。最初の文字は英字でなければならない。この名前は主プログラムと初期値設定副

プログラムがコンパイルされGOファイル上に出力されるときのサププログラムに対して付け

られる名前である。入カソース・プログラム・デック中で主プログラムあるいは初期値設定副

プログラムの直前にTITLEカードがあれば，それぞれに対して指定された名前が各々つけら

れる。 TITLEカードがなくて， EXEQカードの第6パラメータに名前があれば，そのジョブ

・ステップでコンパイルされる主プログラムと初期値設定副プログラムにEXEQカードで指

定された名前がつけられる。 (GOファイル上には同一の名前をもつサブプログラムを 2つ以上

登録することはできない。）

EXEQカード上でも TITLEカード上でも名前の指定がなければ，そのジョプ・ステップで

コンパイルされる主プログラムの名前はMAINPGに，初期値設定副プログラムの名前は

BLOCKDにされる。'

サプルーチン副プログラムと関数副プログラムについては，各々 SUBROUTINE文と

FUNCTION文で定められた名前がそれらに対応するサブプログラムの名前となり GOファイ

ル上に出力される。
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リンクロード時にリンケージ・ローダヘの制御カード上でサププログラムの名前を指定しな

ければならない場合には，上記の規則によって定められた名前を使用する。

RLS 

EXEQカードの第7パラメータ以降で指定できる。 RLSの指定があると，このジョブ・ステ

ップでGOファイルとして使用されるマス・ストーレッジ装閻上のファイルの内容がコンパイ

ルに先立ち消去される。 GOファイルとして磁気テープを使用すると， RLSオプションに関係

なくそのジョプの最初のジョプ・ステップ（コンパイル）で必らずその磁気テープは巻戻され

る。その後同ージョプ内で連続していくつかのジョプ・ステップ（コンパイル）を実行すると，

磁気テープ上に各々のジョプステップでつくられたすべてのプログラム連続して出力される。

{ S R C 

NOSRC } 

SRCオプションを指定するとソース・プログラム・リストがシンボリック・ユニッ小名

SPRによって識別された装岡に出力される。

NOSRCオプションを指定するとソース・プログラム・リストは出力されない。

{M A P 
NOMAP } 

MAPオプションを指定するとオプジェクト・プログラム・メモリ・マップと ISNマップが

シンボリック・ユニット名 SPRによって識別された装置に出力される。

NOMAPオプションを指定するとオプジェクト・プログラム・メモリ・マップと ISNマッ

プが出力されない。

{ 0 B J 

NOOBJ} 

OBJオプションを指定するとオプジェクト・プログラム・リストがシンボリック・ユニット

名SPRによって識別される装置に出力される。

NOOBJオプションを指定するとオプジェクト・プログラム・リストが出力されない。

{ C R S 

NOCRS } 

CRSオプションを指定するとソース・プログラム・クロス・リファレンス・リストがシン

ボリックユニット名SPRによって識別される装置に出力される。

NOCRSオプションを指定するとソース・プログラム・クロス・リファレンス・リストが出

力されない。

{ W R N 

NOWRN} 

WRNオプションを指定すると文法診断リスト中にプログラム・コード0伽と Olaのメッセー
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ジも出力される。

NOWRNオプションを指定すると文法診断リスト中にプログラム・コード0伽と Olaのメッ

セージは出力されない。

注：ソース・プログラム中にプログラム・コード02.以上のエラーがあれば文法診断リストは必らず出力

される。文法診断リストはシンボリック・ユニット名SPRによって識別される装誼に出力される。

{ D B G 

NODBG } 

DBGオプションを指定するとデバッグ文は無視されずにコンパイルされる。

NODBGオプションを指定するとデバッグ文は無視されてコンパイルされる。ただしソー

ス・プログラム・リスト中にはデバッグ文も表示される。

{ A S T 

NOAST } 

ASTオプションを指定するとデバッグ行の桁 1は空白であるものとしてコンパイルされる。

NOASTオプションを指定するとデバッグ行の桁1は文字Cがあるものとしてコンパイルされ

る。

{ 0 V F 

NOOVF } 

OVFオプションを指定してコンパイルされたプログラム単位が実行される時に，実数型，

倍精度実数型，複索数型あるいは倍精度複索数型データの四則演算においてオーバーフロある

いはゼロディバイドの状態が検出されると＊ェラー・メッセージが出力される。オーバーフロあ

るいはゼロ・ディバイドの状態はFORTRANの文単位に調べられる。このプログラム単位外

で発生したり，あるいはこのプログラム単位より引用された外部手続きの実行中に発生したゼ

ロ・ディバイド・エラーやオーバーフロ・エラーはこのオプションによっては検出されない。

巾乗油邸や入出力文の実行は外部手続きと同様の方法によって処理される。

NOOVFオプションを指定してコンパイルされたプログラム単位の実行時にはに記の意味の

エラーメッセージは出力されない。

{DLR  

A N D } 

DLRオプションを指定すると，$ (カード・コード： X, 8, 3バンチ）は英字とは兄なさ

れないでコンパイルされる。またサプルーチン副プログラムを引用する場合に， 実引数として

使用される文の附号の前には＆（カード・コード： 8, 7パンチ）ではなく＄を使用しなければな

らない。

NAMELIST名を伴う READ文によって読まれるデータの最初の記録の2桁目と最後の記録

＊エラー・メッセージ番号は400,401 
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録のENDの前はいずれも＆ではなく＄を使用しなければならない。

NAMELIST名を伴う WRITE文によって出力されるデータの最初の記録の 2桁目と最後の

記録のENDの前はいずれも＄となる。

ANDオプションを指定すると＄は英字と見なされる。サブルーチン副プログラムを引用する

場合に，実引数として使用される文の番号の前には＄ではなく＆を使用しなければならない。

NAMELIST名を伴う READ文によって読まれるデータの最初の記録の 2桁目と最後の記録

のENDの名前はいずれも＄ではなく＆を使用しなければならない。

NAMELIST名を伴う WRITE文によって出力されるデータの最初の記録の2桁目と最後の

記録の2桁目と最後の記録のENDの前はいずれも＆となる。

{ P C H 

NOPCH } 

PCHオプションを指定すると相対番地形式のサププログラムがシンポリック・ユニット名

SPUによって識別される装置にカード・イメージ形式で出力される。 カード穿孔装置に出力

されたカード・デックをリンケージ・ローダヘの入力に使用できる。

NOPCHオプションを指定すると上記の出力は行なわれない。

OPTIONカードは次の形式である。

＇ PROGRAM....f史ーこIONか.,....
PROGRAMMER DATE 

〇肝●AND 

25 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
30 " 

けた 2-7: キー・ワードOPTIONと，Ifく。

巨対ー芦
PAGE OF 

55 60 •• 70 

けた 8-27: 必要なオプションを任意順序で淋く。後続のパラメータがあればコンマで区

切る。途中に空(Iを人れてはならない。

運用の部合 J:,PSEオプションは使用できません。
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